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(57)【要約】
　被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対し
て画像処理を施して映像信号を生成する映像信号処理回
路（３３）と、前記映像信号に対して観察用付加情報を
付与して観察用映像信号を生成する観察用ＯＳＤ生成回
路（３６）と、前記映像信号に対して記録用付加情報を
付与して記録用映像信号を生成する記録用ＯＳＤ生成回
路（３７）と、前記記録用付加情報として前記映像信号
に付加する項目を設定するキーボード（８）およびＣＰ
Ｕ（３１）と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対して画像処理を施して映像信号を生
成する映像信号処理部と、
　前記映像信号に対して観察用付加情報を付与して観察用映像信号を生成し、映像表示部
に対して出力するための第１の映像信号生成部と、
　前記映像信号に対して記録用付加情報を付与して記録用映像信号を生成し、記録機器に
対して出力するための第２の映像信号生成部と、
　前記記録用付加情報として前記映像信号に付加する項目を設定する付加情報設定部と、
　を具備することを特徴とする映像出力装置。
【請求項２】
　前記映像信号処理部は、内視鏡に設けられた撮像素子が被検体内を撮像することにより
得られる前記撮像信号に対して画像処理を施すものであることを特徴とする請求項１に記
載の映像出力装置。
【請求項３】
　前記観察用付加情報と前記記録用付加情報とは、互いに共通する複数の項目を有し、
　前記付加情報設定部は、前記記録用付加情報として、前記互いに共通する項目の中から
、前記記録用付加情報として前記映像信号に付与する項目を設定可能であることを特徴と
する請求項１に記載の映像出力装置。
【請求項４】
　前記第１の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記観察用映像信号を生成するものであ
り、
　前記第２の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＨＤ記録
用映像信号生成部と、ＳＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＳＤ記録用映像信号
生成部と、を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像出力装置。
【請求項５】
　前記映像信号処理部は、ＨＤＴＶ方式の前記映像信号を生成するＨＤＴＶ映像信号処理
部を有し、
　前記ＨＤＴＶ方式の前記映像信号をＳＤＴＶ方式の映像信号に縮小する縮小回路をさら
に備える
　ことを特徴とする請求項４に記載の映像出力装置
【請求項６】
　前記観察用付加情報と前記記録用付加情報とは、互いに共通する複数の項目を有し、
　前記付加情報設定部は、前記記録用付加情報として、前記互いに共通する項目の中から
、前記記録用付加情報として前記映像信号に付与する項目を設定可能であることを特徴と
する請求項２に記載の映像出力装置。
【請求項７】
　前記第１の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記観察用映像信号を生成するものであ
り、
　前記第２の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＨＤ記録
用映像信号生成部と、ＳＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＳＤ記録用映像信号
生成部と、を備える
　ことを特徴とする請求項２に記載の映像出力装置。
【請求項８】
　前記映像信号処理部は、ＨＤＴＶ方式の前記映像信号を生成するＨＤＴＶ映像信号処理
部を有し、
　前記ＨＤＴＶ方式の前記映像信号をＳＤＴＶ方式の映像信号に縮小する縮小回路をさら
に備える
　ことを特徴とする請求項７に記載の映像出力装置
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【請求項９】
　前記第１の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記観察用映像信号を生成するものであ
り、
　前記第２の映像信号生成部は、ＨＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＨＤ記録
用映像信号生成部と、ＳＤＴＶ方式の前記記録用映像信号を生成するＳＤ記録用映像信号
生成部と、を備える
　ことを特徴とする請求項３に記載の映像出力装置。
【請求項１０】
　前記映像信号処理部は、ＨＤＴＶ方式の前記映像信号を生成するＨＤＴＶ映像信号処理
部を有し、
　前記ＨＤＴＶ方式の前記映像信号をＳＤＴＶ方式の映像信号に縮小する縮小回路をさら
に備える
　ことを特徴とする請求項９に記載の映像出力装置
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像信号に所定の処理を施し映像信号を生成して出力する映像出力装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野及び工業用分野において撮像素子を備えた内視鏡が広く用いられてい
る。また、内視鏡に着脱自在に接続され、内視鏡に係る各種信号処理をプロセッサと称す
る信号処理装置により担い、内視鏡システムを構成する技術も知られるところにある。
【０００３】
　また、上述した信号処理装置においては、被検体を撮像することにより得られる撮像信
号に対して所定の処理を施して映像信号を生成し、モニタ等の表示装置または当該映像信
号を記録可能な記録機器に対して出力するデジタル画像記録装置が、例えば日本国特開２
００６－３３４３３２号公報において開示されている。
【０００４】
　この日本国特開２００６－３３４３３２号公報に記載のデジタル画像記録装置は、モニ
タに表示される画像（内視鏡画像＋文字情報などの付加情報）と同じ情報を表す画像デー
タを記録可能な記録機器であって、記録装置へ記録された画像データを閲覧する際に、付
加情報の表示有無を項目ごとに設定可能とするものである。
【０００５】
　ところで、上記日本国特開２００６－３３４３３２号公報には、モニタに表示されてい
た内視鏡画面を表すデータを外部の記録機器に記録し、当該外部の記録機器に記録された
画像データを再生して閲覧する際に、前記内視鏡画像に付加された付加情報の表示要否を
項目ごとに設定可能とする技術が開示されている。
【０００６】
　しかしながら上記日本国特開２００６－３３４３３２号公報に記載の技術では、モニタ
に表示されていた内視鏡画面を表すデータを外部の記録機器に記録する際に、必ずしも必
要の無い付加情報の項目(たとえば、患者の個人情報等）のデータも記録されることとな
るため、当該外部の記録機器から画像データを再生して閲覧する際に、表示に適さない情
報が閲覧される虞がある。
【０００７】
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、被検体像を表示する際には付加情報を全
て表示する一方で、当該被検体像を記録する際には必要な付加情報のみを付与した記録用
映像信号として記録することができる映像出力装置を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明の一態様の映像出力装置は、被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対
して画像処理を施して映像信号を生成する映像信号処理部と、前記映像信号に対して観察
用付加情報を付与して観察用映像信号を生成し、映像表示部に対して出力するための第１
の映像信号生成部と、前記映像信号に対して記録用付加情報を付与して記録用映像信号を
生成し、記録機器に対して出力するための第２の映像信号生成部と、前記記録用付加情報
として前記映像信号に付加する項目を設定する付加情報設定部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態の映像出力装置の構成を示す図である。
【図２】図２は、第１の実施形態の映像出力装置における観察用映像出力信号に対応した
表示画面を示した図である。
【図３】図３は、第１の実施形態の映像出力装置における記録用映像出力信号に対応した
表示画面を示した図である。
【図４】図４は、第１の実施形態の映像出力装置における文字情報の種別およびＯＮ／Ｏ
ＦＦ設定の対応を示した表図である。
【図５】図５は、本発明の第２の実施形態の映像出力装置の構成を示す図である。
【図６】図６は、本発明の第３の実施形態の映像出力装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１１】
＜第１の実施形態＞
　図１に示すように本発明の第１の実施形態である内視鏡システム１は、被検体に挿入さ
れる挿入部の先端に設けられ、被検体の光学像を撮像して所定の撮像信号を出力するＣＣ
Ｄイメージセンサ２１を備える内視鏡２と、前記ＣＣＤイメージセンサ２１からの撮像信
号に対して所定の信号処理を行う信号処理装置としてのビデオプロセッサ３と、ビデオプ
ロセッサ３からの所定の映像信号を表示する観察モニタ５と、ビデオプロセッサ３におい
て生成された所定の映像信号を記録する記録装置６と、ビデオプロセッサ３に接続され所
定の操作を行うキーボード８と、を主に備えて構成される。
【００１２】
　前記内視鏡２は、前記ＣＣＤイメージセンサ２１から出力される被検体像に係る撮像信
号に対して所定のＡ／Ｄ変換を施してビデオプロセッサ３に対して送出するＡ／Ｄ変換２
２を備える。
【００１３】
　前記ビデオプロセッサ３は、ビデオプロセッサ３内の各種回路の制御を行うＣＰＵ３１
と、ＣＣＤイメージセンサ２１から出力される撮像信号に対して公知の前処理を施す前処
理回路３２と、当該前処理回路３２において処理された信号に対して所定の画像処理を施
し内視鏡画像信号としての映像信号を生成し出力する映像信号処理回路３３と、を備える
。
【００１４】
　ここで、本実施形態におけるビデオプロセッサ３は、内視鏡２において撮像される被検
体像に当該被検体に係る付加情報を関連付けた撮像信号を生成するようになっている。
【００１５】
　具体的に本実施形態は、図２に示すように、被検体像を表示する同一画面上に当該被検
体に係る所定の付加情報を、オンスクリーン・ディスプレイ（On-screen display；以下
、ＯＳＤと称す）として表示するようになっている。
【００１６】
　さらに本実施形態は、観察モニタ５に表示するための映像信号と、記録装置６に記録す
るための映像信号と、に対して、それぞれ独立した付加情報、すなわち、観察用付加情報
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または記録用付加情報を付与して互いに独立した新たな映像信号を生成するようになって
いる。
【００１７】
　具体的にビデオプロセッサ３は、ＣＰＵ３１の制御下にキーボード８の操作に応じて観
察モニタ５に表示するための観察用ＯＳＤ（観察用付加情報）を生成する観察用ＯＳＤ生
成回路３６と、同じくＣＰＵ３１の制御下にキーボード８の操作に応じて記録装置６に記
録する記録用ＯＳＤ（記録用付加情報）を生成する記録用ＯＳＤ生成回路３７と、を備え
る。
【００１８】
　前記観察用ＯＳＤ生成回路３６からはＯＳＤとしての観察系文字情報が出力され、前記
記録用ＯＳＤ生成回路３７からはＯＳＤとしての記録系文字情報が出力される。なお、上
述したように、本実施形態においては、これら観察系文字情報と記録系文字情報とは互い
に独立した情報である。
【００１９】
　本実施形態において、前記ＯＳＤとしての観察系文字情報または記録系文字情報として
は、たとえば、図４に示す項目を採用する。
【００２０】
　さらに、図４に示すように、ＣＰＵ３１の制御下にキーボード８の操作に応じてこれら
観察系文字情報と記録系文字情報とで、互いに独立して表示する項目の設定（付加情報の
設定）ができるようになっている。
【００２１】
　図１に戻って、ビデオプロセッサ３は、映像信号処理回路３３から出力される内視鏡画
像信号としての映像信号に対して前記観察用ＯＳＤを付与して、すなわち、当該映像信号
と観察用ＯＳＤとを合成して観察用映像信号を生成し、観察モニタ５に対して出力するた
めの観察用映像信号合成回路４１を備える。
【００２２】
　さらにビデオプロセッサ３は、映像信号処理回路３３から出力される映像信号に対して
前記記録用ＯＳＤを付与して、すなわち、当該映像信号と記録用ＯＳＤとを合成して記録
用映像信号を生成し、記録装置６に対して出力するための記録用映像信号合成回路４２を
備える。
【００２３】
　一方、ビデオプロセッサ３は、外部映像機器９から入力する映像信号に係るＰＩＰ／Ｐ
ＯＰ画像を生成するＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路４７を備える。
【００２４】
　このＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路４７からは、前記観察用映像信号合成回路４１または
前記記録用映像信号合成回路４２に対して、それぞれ観察系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像または記
録系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が出力されるようになっている。
【００２５】
　そして、前記観察用映像信号合成回路４１および記録用映像信号合成回路４２は、前記
ＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路４７からの観察系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像または記録系ＰＩＰ／
ＰＯＰ画像をそれぞれ映像信号に対して合成するようになっている。
【００２６】
　さらにビデオプロセッサ３は、前記観察用映像信号合成回路４１から出力される観察用
映像信号を観察モニタ５に対して出力する観察用映像信号出力回路４４と、前記記録用映
像信号合成回路４２から出力される記録用映像信号を記録装置６に対して出力する記録用
映像信号出力回路４５と、を備える。
【００２７】
　次に、本第１の実施形態の作用について説明する。
【００２８】
　ビデオプロセッサ３におけるＣＰＵ３１の制御下に、前記観察用ＯＳＤ生成回路３６お
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よび記録用ＯＳＤ生成回路３７は、キーボード８の操作により、たとえば図４に示すよう
にＯＮ／ＯＦＦが設定された前記各項目に係る観察系文字情報または記録系文字情報を観
察用映像信号合成回路４１または記録用映像信号合成回路４２に対して出力する。
【００２９】
　次に、観察用映像信号合成回路４１は、ＣＰＵ３１の制御下に、映像信号処理回路３３
から出力される内視鏡画像信号としての映像信号に対して観察用ＯＳＤとしての観察系文
字情報を付与して、すなわち、当該映像信号と観察系文字情報とを合成して観察用映像信
号を生成し、観察用映像信号出力回路４４を介して観察モニタ５に対して出力する（図２
参照）。
【００３０】
　このとき、観察用映像信号合成回路４１にＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路４７からの観察
系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が入力された場合は、映像信号に対して合成する（図２参照）。
【００３１】
　一方、記録用映像信号合成回路４２は、ＣＰＵ３１の制御下に、映像信号処理回路３３
から出力される映像信号に対して記録用ＯＳＤとしての記録系文字情報を付与して、すな
わち、当該映像信号と記録系文字情報とを合成して記録用映像信号を生成し、記録用映像
信号出力回路４５を介して記録装置６に対して出力する（図３参照）。
【００３２】
　このとき、記録用映像信号合成回路４２にＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路４７からの記録
系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が入力された場合は、映像信号に対して合成する（図３参照）。
【００３３】
　以上説明したように、本発明の第１の実施形態によると、被検体像の表示画面に観察表
示用の付加情報を付与した観察用映像信号と、同じく被検体像の表示画面に記録用の付加
情報を付与した記録用映像信号と、を互いに独立して生成することができるので、たとえ
ば、観察モニタ５には表示するものの個人情報たる患者データについて記録しないように
設定することができる。
【００３４】
　さらに、本発明の第１の実施形態によると、記録用映像信号に係る付加情報を任意に設
定することができる。
【００３５】
＜第２の実施形態＞
　近年、医療用観察モニタとしては、いわゆるＨＤＴＶ（高精細度テレビジョン放送；Hi
gh Definition TeleVision）に対応したモニタが主流となっているが、内視鏡システムに
おけるビデオプロセッサに接続される記録装置としては、このＨＤＴＶに対応しない、い
わゆるＳＤＴＶ（標準テレビジョン放送；Standard definition television）専用の機器
が未だ多く使用されている。
【００３６】
　上述したように本願発明における第１の実施形態は、観察モニタ向けと記録装置向けに
互いに独立した映像信号を生成することを特徴とするが、本願発明の第２の実施形態は上
述したモニタの使用状況に鑑み、記録装置としてＨＤＴＶ対応のみならずＳＤＴＶに対応
した記録装置に対しても、観察モニタ向けとは独立した記録用映像信号を生成することを
特徴とする。
【００３７】
　図５は、本発明の第２の実施形態の映像出力装置の構成を示す図である。
【００３８】
　図５に示すように本発明の第２の実施形態である内視鏡システム１０１は、第１の実施
形態と同様にＣＣＤイメージセンサ２１を備える内視鏡２を備えると共に、当該内視鏡２
に接続され、前記ＣＣＤイメージセンサ２１からの撮像信号に対して所定の信号処理を行
うと共にＳＤＴＶに対応した記録装置に対しても観察モニタ向けとは独立した映像信号を
生成するビデオプロセッサ１０３を備える。
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【００３９】
　さらに内視鏡システム１０１は、ビデオプロセッサ１０３からの所定の映像信号を表示
するＨＤＴＶに対応したＨＤＴＶ観察モニタ１０５と、ビデオプロセッサ１０３において
生成された、観察モニタ向けとは独立したＨＤＴＶ対応の記録用の映像信号を記録するＨ
ＤＴＶ記録装置１０６と、同じくビデオプロセッサ１０３において生成された、観察モニ
タ向けとは独立したＳＤＴＶ対応の記録用の映像信号を記録するＳＤＴＶ記録装置１０７
と、ビデオプロセッサ１０３に接続され所定の操作を行うキーボード８と、を主に備えて
構成される。
【００４０】
　前記内視鏡２は、第１の実施形態と同様に、前記ＣＣＤイメージセンサ２１から出力さ
れる被検体像に係る撮像信号に対して所定のＡ／Ｄ変換を施してビデオプロセッサ３に対
して送出するＡ／Ｄ変換２２を備える。
【００４１】
　第２の実施形態においてビデオプロセッサ１０３は、ビデオプロセッサ１０３内の各種
回路の制御を行うＣＰＵ１３１と、ＣＣＤイメージセンサ２１から出力される撮像信号に
対して公知の前処理を施す前処理回路１３２と、当該前処理回路３２において処理された
信号に対して所定の画像処理を施しＨＤＴＶ対応の映像信号を生成する拡大縮小回路１３
４と、当該拡大縮小回路１３４において処理された信号に対して公知の後処理を施して所
定の内視鏡画像信号としての映像信号を生成し出力する後処理回路１３５と、を備える。
【００４２】
　さらにビデオプロセッサ１０３は、後処理回路１３５から出力されるＨＤＴＶ映像信号
に対して所定に縮小処理を施してＳＤＴＶ映像信号を生成して出力する縮小回路１４８を
備える。
【００４３】
　ここで、本第２の実施形態におけるビデオプロセッサ１０３においても、第１の実施形
態と同様に、内視鏡２において撮像される被検体像に当該被検体に係る付加情報を関連付
けた撮像信号を生成するようになっている。すなわち本実施形態においても、被検体像を
表示する同一画面上に当該被検体に係る所定の付加情報をＯＳＤとして表示するようにな
っている。
【００４４】
　そしてビデオプロセッサ１０３は、ＣＰＵ１３１の制御下にキーボード８の操作に応じ
て前記ＨＤＴＶ観察モニタ１０５に表示するための観察用ＯＳＤ（観察用付加情報）を生
成するＨＤＴＶ観察用ＯＳＤ生成回路１３６と、同じく前記ＨＤＴＶ記録装置１０６に記
録する記録用ＯＳＤ（記録用付加情報）を生成するＨＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３７
と、同じく前記ＳＤＴＶ記録装置１０７に記録する記録用ＯＳＤを生成するＳＤＴＶ記録
用ＯＳＤ生成回路１３８と、を備える。
【００４５】
　前記ＨＤＴＶ観察用ＯＳＤ生成回路１３６からはＯＳＤとしてのＨＤＴＶ観察系文字情
報が出力され、前記ＨＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３７からはＯＳＤとしてのＨＤＴＶ
記録系文字情報が出力され、さらに、前記ＳＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３８からはＯ
ＳＤとしてのＳＤＴＶ記録系文字情報が出力される。
【００４６】
　なお、上述したように、本第２の実施形態においても、これらＨＤＴＶ観察系文字情報
とＨＤＴＶ記録系文字情報およびＳＤＴＶ記録系文字情報とは互いに独立した情報である
。
【００４７】
　本第２の実施形態においても、第１の実施形態と同様に、前記ＯＳＤとしてのＨＤＴＶ
観察系文字情報、ＨＤＴＶ記録系文字情報またはＳＤＴＶ記録系文字情報としては、図４
に示す項目を採用し、さらに、図４に示すように、ＣＰＵ３１の制御下にキーボード８の
操作に応じてこれら観察系文字情報と記録系文字情報とで、互いに独立して表示する項目
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の設定（付加情報の設定）ができるようになっている。
【００４８】
　図５に戻って、ビデオプロセッサ１０３は、前記後処理回路１３５から出力される内視
鏡画像信号としてのＨＤＴＶ映像信号に対して前記ＨＤＴＶ観察用ＯＳＤ（ＨＤＴＶ観察
系文字情報）を付与して、すなわち、当該ＨＤＴＶ映像信号とＨＤＴＶ観察用ＯＳＤとを
合成してＨＤＴＶ観察用映像信号を生成し、前記ＨＤＴＶ観察モニタ１０５に対して出力
するためのＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１を備える。
【００４９】
　また、ビデオプロセッサ１０３は、後処理回路１３５から出力されるＨＤＴＶ映像信号
に対して前記ＨＤＴＶ記録用ＯＳＤ（ＨＤＴＶ記録系文字情報）を付与して、すなわち、
当該ＨＤＴＶ映像信号とＨＤＴＶ記録用ＯＳＤとを合成してＨＤＴＶ記録用映像信号を生
成し、前記ＨＤＴＶ記録装置１０６に対して出力するためのＨＤＴＶ記録用映像信号合成
回路１４２を備える。
【００５０】
　さらにビデオプロセッサ１０３は、後処理回路１３５から出力されるＨＤＴＶ映像信号
に対して所定の縮小処理を施す前記縮小回路１４８からのＳＤＴＶ映像信号に対して前記
ＳＤＴＶ記録用ＯＳＤ（ＳＤＴＶ記録系文字情報）を付与して、すなわち、当該ＳＤＴＶ
映像信号とＳＤＴＶ記録用ＯＳＤとを合成してＳＤＴＶ記録用映像信号を生成し、前記Ｓ
ＤＴＶ記録装置１０７に対して出力するためのＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３を
備える。
【００５１】
　なお、図５においては図示しないが、本第２の実施形態においても、ビデオプロセッサ
１０３は図１に示す如きＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路を備え、図示しない外部映像機器に
接続される。
【００５２】
　このＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路は、第１の実施形態と同様に、所定の条件においてＰ
ＩＰ／ＰＯＰ画像を生成し、前記ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１、ＨＤＴＶ記録
用映像信号合成回路１４２またはＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３に対して、それ
ぞれ観察系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像または記録系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が出力されるようになっ
ている。
【００５３】
　そして、前記ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回
路１４２およびＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３は、前記ＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成
回路からの観察系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像または記録系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像をそれぞれ映像信
号に対して合成するようになっている。
【００５４】
　さらにビデオプロセッサ１０３は、前記ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１から出
力されるＨＤＴＶ観察用映像信号をＨＤＴＶ観察モニタ１０５に対して出力するＨＤＴＶ
観察用映像信号出力回路１４４と、前記ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２から出力
されるＨＤＴＶ記録用映像信号をＨＤＴＶ記録装置１０６に対して出力するＨＤＴＶ記録
用映像信号出力回路１４５と、前記ＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３から出力され
るＳＤＴＶ記録用映像信号をＳＤＴＶ記録装置１０７に対して出力するＳＤＴＶ記録用映
像信号出力回路１４６と、を備える。
【００５５】
　次に、本第２の実施形態の作用について説明する。
【００５６】
　ビデオプロセッサ１０３におけるＣＰＵ１３１の制御下に、前記ＨＤＴＶ観察用ＯＳＤ
生成回路１３６、ＨＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３７およびＳＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成
回路１３８は、キーボード８の操作により、たとえば図４に示すようにＯＮ／ＯＦＦが設
定された前記各項目に係る観察系文字情報または記録系文字情報をＨＤＴＶ観察用映像信
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号合成回路１４１、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２またはＳＤＴＶ記録用映像信
号合成回路１４３に対して出力する。
【００５７】
　次に、ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１は、ＣＰＵ１３１の制御下に、後処理回
路１３５から出力される内視鏡画像信号としてのＨＤＴＶ映像信号に対して観察用ＯＳＤ
としてのＨＤＴＶ観察系文字情報を付与して、すなわち、当該ＨＤＴＶ映像信号とＨＤＴ
Ｖ観察系文字情報とを合成してＨＤＴＶ観察用映像信号を生成し、ＨＤＴＶ観察用映像信
号出力回路１４４を介してＨＤＴＶ観察モニタ１０５に対して出力する。
【００５８】
　このとき、ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１に図示しない前記ＰＩＰ／ＰＯＰ画
像生成回路からの観察系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が入力された場合は、映像信号に対して合成
する。
【００５９】
　一方、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２は、ＣＰＵ１３１の制御下に、後処理回
路１３５から出力されるＨＤＴＶ映像信号に対して記録用ＯＳＤとしてのＨＤＴＶ記録系
文字情報を付与して、すなわち、当該ＨＤＴＶ映像信号とＨＤＴＶ記録系文字情報とを合
成してＨＤＴＶ記録用映像信号を生成し、ＨＤＴＶ記録用映像信号出力回路１４５を介し
てＨＤＴＶ記録装置１０６に対して出力する。
【００６０】
　このとき、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２に前記ＰＩＰ／ＰＯＰ画像生成回路
からの記録系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が入力された場合は、映像信号に対して合成する。
【００６１】
　さらに、ＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３は、ＣＰＵ１３１の制御下に、縮小回
路１４８から出力されるＳＤＴＶ映像信号に対して記録用ＯＳＤとしてのＳＤＴＶ記録系
文字情報を付与して、すなわち、当該ＳＤＴＶ映像信号とＳＤＴＶ記録系文字情報とを合
成してＳＤＴＶ記録用映像信号を生成し、ＳＤＴＶ記録用映像信号出力回路１４６を介し
てＳＤＴＶ記録装置１０７に対して出力する。
【００６２】
　このとき、上記同様に、ＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４３に前記ＰＩＰ／ＰＯＰ
画像生成回路からの記録系ＰＩＰ／ＰＯＰ画像が入力された場合は、映像信号に対して合
成する。
【００６３】
　ところで、本第２の実施形態の如き、所定の観察用ＯＳＤが付与された観察モニタ用の
映像信号の他に、ＨＤＴＶ観察系文字情報が付与されたＨＤＴＶ対応の記録用映像信号と
ＳＤＴＶ観察系文字情報が付与されたＳＤＴＶ対応の記録用映像信号とを生成するには、
ビデオプロセッサ内において、“ＨＤＴＶ対応の映像信号”と“ＳＤＴＶ対応の映像信号
”とを生成する必要がある。
【００６４】
　この“ＨＤＴＶ対応の映像信号”と“ＳＤＴＶ対応の映像信号”とを生成するには、拡
大縮小回路１３４の出力信号を分離し、分離した信号にそれぞれ所定の後処理を施してＨ
ＤＴＶ対応の映像信号とＳＤＴＶ対応の映像信号とを生成することが考えられる。
【００６５】
　しかしながら、この構成では「後処理回路」として、ＨＤＴＶ後処理回路とＳＤＴＶ後
処理回路を要することとなる。
【００６６】
　これに対して本第２の実施形態は、前記拡大縮小回路１３４の出力信号を分離すると無
く、当該出力信号（すなわち、ＨＤＴＶ映像信号）に対して後処理回路１３５のみにて後
処理を行い、ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１およびＨＤＴＶ記録用映像信号合成
回路１４２にて用いる“ＨＤＴＶ対応の映像信号”は、当該後処理回路１３５において後
処理が施されたＨＤＴＶ映像信号を用いる一方で、ＳＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４
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３にて用いる“ＳＤＴＶ対応の映像信号”は、縮小回路１４８において、前記後処理回路
１３５において後処理が施されたＨＤＴＶ映像信号を縮小することで新たに生成すること
としている。
【００６７】
　すなわち、本発明の本第２の実施形態は、前記ＨＤＴＶ記録用映像信号および前記ＳＤ
ＴＶ記録用映像信号を生成するために、“ＨＤＴＶ対応の映像信号”と“ＳＤＴＶ対応の
映像信号”とを要するものの、いわゆる後処理回路は、１つ設けるのみで足りることを特
徴とする。
【００６８】
　さらに、本発明の第２の実施形態は、前記ＳＤＴＶ記録用映像信号を上述の如き合成し
て生成する際に、単に「ＨＤＴＶ映像信号にＨＤＴＶ観察系文字情報を付与したもの」を
縮小するのではなく、合成元の映像信号としては「ＨＤＴＶ映像信号を縮小して生成した
“ＳＤＴＶ対応の映像信号”」を用いる一方で、当該映像信号に付与するＯＳＤはＳＤＴ
Ｖ用に独自に生成することを特徴とする。
【００６９】
　以上説明したように、本発明の第２の実施形態によると、上述した第１の実施形態と同
様に、被検体像の表示画面に観察表示用の付加情報を付与した観察用映像信号と、同じく
被検体像の表示画面に記録用の付加情報を付与した記録用映像信号（ＨＤＴＶ記録用映像
信号またはＳＤＴＶ記録用映像信号）と、を互いに独立して生成することができるので、
上記同様に、たとえば、ＨＤＴＶ観察モニタ１０５には表示するものの個人情報たる患者
データについてＨＤＴＶ記録装置１０６およびＳＤＴＶ記録装置１０７に記録しないよう
に設定することができる。
【００７０】
　また本第２の実施形態は、いわゆる後処理回路は１つ設けるのみであるにも拘わらず、
前記ＨＤＴＶ記録用映像信号および前記ＳＤＴＶ記録用映像信号を生成するための、“Ｈ
ＤＴＶ対応の映像信号”と“ＳＤＴＶ対応の映像信号”とを用意することができる。
【００７１】
　さらに本第２の実施形態は、拡大縮小回路１３４の出力信号を分離し、分離した信号に
それぞれ所定の後処理を施してＨＤＴＶ対応の映像信号とＳＤＴＶ対応の映像信号とを生
成する構成に比べて、回路規模を低減することができる。
【００７２】
　さらに本第２の実施形態は、回路規模を低減する一方で、単に「ＨＤＴＶ映像信号にＨ
ＤＴＶ観察系文字情報を付与したもの」を縮小するのではなく、映像信号に付与するＯＳ
ＤはＳＤＴＶ用に独自に生成するので、ＳＤＴＶ記録用映像信号に用いるＯＳＤの品位を
確保することができる。
【００７３】
　なおかつ、本第２の実施形態は、観察モニタ用と記録装置用とで、互いに独立したＯＳ
Ｄ情報を備えることができる。
【００７４】
＜第３の実施形態＞
　上述したように本願発明の第２の実施形態は、記録装置としてＨＤＴＶ対応のみならず
ＳＤＴＶに対応した記録装置に対しても、観察モニタ向けとは独立した記録用映像信号を
生成することを特徴とするが、第３の実施形態も同様に、記録装置としてＨＤＴＶ対応の
みならずＨＤＴＶおよびＳＤＴＶに対応した記録装置に対しても、観察モニタ向けとは独
立した記録用映像信号を生成することを特徴とする。
【００７５】
　一方で第３の実施形態は、第２の実施形態においては独自に生成した前記ＳＤＴＶ記録
用ＯＳＤ生成回路を省略し、ＨＤＴＶ記録用映像信号を利用してＳＤＴＶ記録用映像信号
を生成することを特徴とするものである。
【００７６】
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　したがって、第２の実施形態と同様の構成については図面においても同様の符号を付与
し、ここでの詳しい説明は省略する。
【００７７】
　図６は、本発明の第３の実施形態の映像出力装置の構成を示す図である。
【００７８】
　図６に示すように本発明の第３の実施形態である内視鏡システム２０１は、第１、第２
の実施形態と同様にＣＣＤイメージセンサ２１を備える内視鏡２を備えると共に、当該内
視鏡２に接続され、前記ＣＣＤイメージセンサ２１からの撮像信号に対して所定の信号処
理を行うと共にＳＤＴＶに対応した記録装置（本実施形態においてはＨＤＴＶおよびＳＤ
ＴＶに対応した記録装置）に対しても観察モニタ向けとは独立した映像信号を生成するビ
デオプロセッサ２０３を備える。
【００７９】
　さらに本第３の実施形態の内視鏡システム２０１は、第２の実施形態と同様の構成をな
すＨＤＴＶ観察モニタ１０５と、ＨＤＴＶ記録装置１０６とを備えると共に、ビデオプロ
セッサ２０３において生成された、観察モニタ向けとは独立したＨＤＴＶおよびＳＤＴＶ
の両方に対応するＨＤＴＶ／ＳＤＴＶ記録装置２０７と、ビデオプロセッサ２０３に接続
され所定の操作を行うキーボード８と、を主に備えて構成される。
【００８０】
　本第３の実施形態において前記ビデオプロセッサ２０３は、基本的には第２の実施形態
におけるビデオプロセッサ１０３と同様の構成をなすが、ビデオプロセッサ１０３におけ
るＳＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３８（図５参照）は省略される。
【００８１】
　ビデオプロセッサ２０３は代わりに、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２からの出
力信号、すなわち、ＨＤＴＶ映像信号にＨＤＴＶ記録系文字情報が合成されたＨＤＴＶ記
録用映像信号を入力し、これを縮小してＳＤＴＶ記録用映像信号を生成する縮小回路２４
８を備える。
【００８２】
　ビデオプロセッサ２０３はまた、前記縮小回路２４８からの“ＳＤＴＶ記録用映像信号
”と、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２からの“ＨＤＴＶ記録用映像信号”を切り
替えて出力する切替回路２４９を備える。
【００８３】
　ビデオプロセッサ２０３はさらに、前記切替回路２４９により切替られた“ＳＤＴＶ記
録用映像信号”または“ＨＤＴＶ記録用映像信号”を前記ＨＤＴＶ／ＳＤＴＶ記録装置２
０７に向けて出力するＨＤＴＶ／ＳＤＴＶ記録用映像信号出力回路２４６を備える。
【００８４】
　その他の構成は、第２の実施形態と同様であるので、ここでの説明は省略する。
【００８５】
　次に、本第３の実施形態の作用について説明する。
【００８６】
　ビデオプロセッサ２０３におけるＣＰＵ１３１の制御下に、第２の実施形態と同様に、
前記ＨＤＴＶ観察用ＯＳＤ生成回路１３６およびＨＤＴＶ記録用ＯＳＤ生成回路１３７は
、キーボード８の操作により、たとえば図４に示すようにＯＮ／ＯＦＦが設定された前記
各項目に係る観察系文字情報または記録系文字情報をＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１
４１またはＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２に対して出力する。
【００８７】
　次に、ＨＤＴＶ観察用映像信号合成回路１４１は、第２の実施形態と同様に、ＨＤＴＶ
映像信号とＨＤＴＶ観察系文字情報とを合成してＨＤＴＶ観察用映像信号を生成し、ＨＤ
ＴＶ観察用映像信号出力回路１４４を介してＨＤＴＶ観察モニタ１０５に対して出力する
。
【００８８】
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　また、ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２も、第２の実施形態と同様に、ＨＤＴＶ
映像信号とＨＤＴＶ記録系文字情報とを合成してＨＤＴＶ記録用映像信号を生成し、ＨＤ
ＴＶ記録用映像信号出力回路１４５を介してＨＤＴＶ記録装置１０６に対して出力する。
【００８９】
　そして第３の実施形態においてビデオプロセッサ２０３は、ＣＰＵ１３１の制御下に、
前記切替回路２４９により、前記縮小回路２４８からの“ＳＤＴＶ記録用映像信号”と、
ＨＤＴＶ記録用映像信号合成回路１４２からの“ＨＤＴＶ記録用映像信号”を切り替えて
出力する。
【００９０】
　この後、ビデオプロセッサ２０３は、前記切替回路２４９により切替られた“ＳＤＴＶ
記録用映像信号”または“ＨＤＴＶ記録用映像信号”を、ＨＤＴＶ／ＳＤＴＶ記録用映像
信号出力回路２４６を介して前記ＨＤＴＶ／ＳＤＴＶ記録装置２０７に向けて出力する。
【００９１】
　以上説明したように、本発明の第３の実施形態によると、上述した第１の実施形態と同
様の効果を奏する他、ＨＤＴＶ記録用とＳＤＴＶ記録用の映像信号出力経路を１系統に統
合することができる。
【００９２】
　なお、本実施形態においては、内視鏡１の撮像素子としてＣＣＤイメージセンサを採用
したが、これに限ること無く、たとえばＣＭＯＳセンサ等の他の撮像素子を用いた内視鏡
からの撮像信号に対して所定の画像処理を施す映像出力装置あってもよいことは勿論であ
る。
【００９３】
　さらに、上述した実施形態においては、映像出力装置として内視鏡システムにおけるビ
デオプロセッサを例に挙げたが、これに限ること無く、本発明は、たとえば内視鏡画像で
はない画像を処理するビデオカメラ等の映像出力装置に対しても適用できる。
【００９４】
　なお、本発明は、上述した実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階では
その要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化することができる。また、上記実
施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明の態様を
形成することができる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を
削除してもよい。さらに異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせても良い。
【００９５】
　このように、発明の趣旨を逸脱しない範囲内において種々の変更または応用が可能であ
ることは勿論である。
【００９６】
　本出願は、２０１４年１月２９日に日本国に出願された特願２０１４－１４６８２号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲、図面に引用されたものとする。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月27日(2015.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　また、上述した信号処理装置においては、被検体を撮像することにより得られる撮像信
号に対して所定の処理を施して映像信号を生成し、モニタ等の表示装置または当該映像信
号を記録可能な記録機器に対して出力するデジタル画像記録装置が、例えば日本国特開２
００６－３３４３２３号公報において開示されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　この日本国特開２００６－３３４３２３号公報に記載のデジタル画像記録装置は、モニ
タに表示される画像（内視鏡画像＋文字情報などの付加情報）と同じ情報を表す画像デー
タを記録可能な記録機器であって、記録装置へ記録された画像データを閲覧する際に、付
加情報の表示有無を項目ごとに設定可能とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　ところで、上記日本国特開２００６－３３４３２３号公報には、モニタに表示されてい
た内視鏡画面を表すデータを外部の記録機器に記録し、当該外部の記録機器に記録された
画像データを再生して閲覧する際に、前記内視鏡画像に付加された付加情報の表示要否を
項目ごとに設定可能とする技術が開示されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　しかしながら上記日本国特開２００６－３３４３２３号公報に記載の技術では、モニタ
に表示されていた内視鏡画面を表すデータを外部の記録機器に記録する際に、必ずしも必
要の無い付加情報の項目（たとえば、患者の個人情報等）のデータも記録されることとな
るため、当該外部の記録機器から画像データを再生して閲覧する際に、表示に適さない情
報が閲覧される虞がある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様の映像出力装置は、被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対
して画像処理を施して第１の解像度を有する第１の映像信号を生成する映像信号処理部と
、前記第１の映像信号を出力する第１の出力部と、前記第１の映像信号を縮小して、前記
第１の解像度よりも小さい第２の解像度を有する第２の映像信号を生成する縮小処理部と
、
　前記第２の映像信号を出力する第２の出力部と、を具備する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対して画像処理を施して第１の解像度
を有する第１の映像信号を生成する映像信号処理部と、
　前記第１の映像信号を出力する第１の出力部と、
　前記第１の映像信号を縮小して、前記第１の解像度よりも小さい第２の解像度を有する
第２の映像信号を生成する縮小処理部と、
　前記第２の映像信号を出力する第２の出力部と、
　を具備することを特徴とする映像出力装置。
【請求項２】
　前記第１の映像信号に対して第１の文字情報を重畳するための第１の文字重畳部をさら
に備えたことを特徴とする請求項１に記載の映像出力装置。
【請求項３】
　前記第２の映像信号に対して第２の文字情報を重畳するための第２の文字重畳部と、
　前記第１、第２の文字重畳部において重畳する文字情報を個別に設定する付加情報設定



(16) JP WO2015/115208 A1 2015.8.6

部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項２に記載の映像出力装置。
【請求項４】
　前記第１の文字重畳部によって文字情報が重畳された前記第１の映像信号が、前記縮小
処理部に入力される
　ことを特徴とする請求項２に記載の映像出力装置。
【請求項５】
　前記映像信号処理部は、内視鏡に設けられた撮像素子が被検体内を撮像することにより
得られる前記撮像信号に対して画像処理を施すものであることを特徴とする請求項１に記
載の映像出力装置。
【請求項６】
　前記第１の文字情報と前記第２の文字情報とは、互いに共通する複数の項目を有し、
　前記付加情報設定部は、前記互いに共通する項目の中から、前記第２の文字情報として
前記映像信号に付与する項目を設定可能であることを特徴とする請求項３に記載の映像出
力装置。
【請求項７】
　前記第１の映像信号は、ＨＤＴＶ方式の映像信号であり、
　前記第２の映像信号は、ＳＤＴＶ方式の映像信号である
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像出力装置。
【手続補正書】
【提出日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様の映像出力装置は、被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対
して画像処理を施して第１の解像度を有する画像を表す第１の映像信号を生成する映像信
号処理部と、前記第１の映像信号に対して第１の文字情報を重畳する第１の文字重畳部と
、前記第１の文字情報が重畳された前記第１の映像信号を出力する第１の出力部と、前記
映像信号処理部から出力された前記第１の映像信号が入力され、当該入力された映像信号
に対して縮小処理を施して、前記第１の解像度よりも小さい第２の解像度を有する画像を
表す第２の映像信号を生成する縮小処理部と、前記第２の映像信号に対して第２の文字情
報を重畳する第２の文字重畳部と、前記第２の文字情報が重畳された前記第２の映像信号
を出力する第２の出力部と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像することにより得られる撮像信号に対して画像処理を施して第１の解像度
を有する画像を表す第１の映像信号を生成する映像信号処理部と、
　前記第１の映像信号に対して第１の文字情報を重畳する第１の文字重畳部と、
　前記第１の文字情報が重畳された前記第１の映像信号を出力する第１の出力部と、
　前記映像信号処理部から出力された前記第１の映像信号が入力され、当該入力された映
像信号に対して縮小処理を施して、前記第１の解像度よりも小さい第２の解像度を有する
画像を表す第２の映像信号を生成する縮小処理部と、
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　前記第２の映像信号に対して第２の文字情報を重畳する第２の文字重畳部と、
　前記第２の文字情報が重畳された前記第２の映像信号を出力する第２の出力部と、
　を具備することを特徴とする映像出力装置。
【請求項２】
　前記第１、第２の文字重畳部において重畳する文字情報を個別に設定する付加情報設定
部と、
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の映像出力装置。
【請求項３】
　前記映像信号処理部は、内視鏡に設けられた撮像素子が被検体内を撮像することにより
得られる前記撮像信号に対して画像処理を施すものであることを特徴とする請求項１に記
載の映像出力装置。
【請求項４】
　前記第１の文字情報と前記第２の文字情報とは、互いに共通する複数の項目を有し、
　前記付加情報設定部は、前記互いに共通する項目の中から、前記第２の文字情報として
前記映像信号に付与する項目を設定可能であることを特徴とする請求項２に記載の映像出
力装置。
【請求項５】
　前記第１の映像信号は、ＨＤＴＶ方式の映像信号であり、
　前記第２の映像信号は、ＳＤＴＶ方式の映像信号である
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像出力装置。
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图像信号处理电路（33），其对通过拾取被摄体的图像以生成图像信号
而获得的图像拾取信号以及通过向图像信号添加附加观察信息而用于观
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附加信息添加到视频信号以产生记录视频信号的记录OSD产生电路
（37），以及记录附加信息 并且键盘（8）和CPU（31）用于设置要添
加到视频信号的项目。
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